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Abstract
　The purpose of this case study is to clarify what students say they experienced in 
their reflections on project-based service learning, and whether the opportunity for 
these reflections on their experience encourages deepening of their learning. The results 
of an analysis of students’ reflections indicate that they focus on relations with others 
including professors, team members or local residents, rather than the knowledge or 
competence they obtained. Moreover, the results show that they had objective insights 
in improving activity design, in particular, their experience of conflict was one moment 
of deeper learning. 
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10 月 海外 PBL「弘前 × ボルドー」プロジェクトへの一部学生の参加
11 月 「津軽弁 × フランス語」コラボ朗読会＠太宰治まなびの家









【 1 】 これまでの活動をふりかえり，チームとしての活動とあなた自身にとっての主な
出来事をできるだけたくさん書きだし，年表にしてみましょう。
【 2 】 上記の年表を見返して，自分にとっていちばん楽しかった時期はいつですか。そ
の理由は。
【 3 】 上記の年表を見返して，自分にとっていちばんしんどかった時期はいつですか。
その理由は。
【 4 】 上記の年表を見返して，チームとしていちばんうまくいっていたと思う時期はい
つですか。そう思う理由は。
【 5 】 上記 4 について，うまくいった要因は何だと思いますか。
【 6 】 上記の年表を見返して，チームとしていちばんうまくいっていなかったと思う時
期はいつですか。そう思う理由は。
【 7 】 上記 6 について，うまくいかなかった原因は何だと思いますか。
【 8 】 上記 6 について，その後，どう解決しましたか。解決できなかった場合は，今後
どうしていけばいいと思いますか。













　アンケートの回収後，プロジェクト型授業履修学生13名全員（学生A ～ M， 2 年生 7




















カテゴリ 学生 カテゴリ 学生
取材体験 A，B，D，E，K 書く作業 E
チームでの活動 C，G，H 外での活動 I
他者からの反応 J，F 改善点の発見 I






















































カテゴリ 学生 カテゴリ 学生
他の活動との両立 C，D，E，F，H コミュニケーション不足 G，K
初めての経験 I，J，L イベント当日の問題 A





























































































メンバーの意識の低さ D，F，L メンバー不足 A










































カテゴリ 学生 カテゴリ 学生
批判的考察 E，G，H，I，K 人間的魅力 K，L
仕事量 A，D，G リーダーシップ G









分で考えるということの重要性に思い至っている。また，学生 G ，学生 H はプロジェク
トにおける教員と学生との関係性や意思疎通の問題点を批判的に捉えながらも，解決のた
めに必要となる要件や実践知について深い考察を行っていることが分かる。





















カテゴリ 学生 カテゴリ 学生
特技 A 相談役 C
周囲への配慮 B リーダーシップ E
















































カテゴリ 学生 カテゴリ 学生
人間的魅力 B，L，M 地域の再発見 I，J




























大人との接し方 I，K，L，M 自立心 E
チーム内の葛藤 A，B，E 自分の短所の発見 H
リーダーシップ F，G 自信 J
アポイントメント B，D 積極性 K
話し合いの大切さ D，L 多角的な視点 K














































授業デザイン B，E，F，G，H お金の管理 K，L
物品管理・作業場の統一 C，D，F，G，K プロジェクトの周知 E
スケジュールの管理 A，E，G，I ノウハウの伝授 G
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【付記】
本研究はJSPS科研費「社会実験的アプローチによる地方都市の複言語・複文化教育モデ
ル構築と地域活性化検証」（代表者：熊野真規子）の助成を受けたものです。
